
● 地域コミュニティが失われている中、地域全体で「千代尼通り」
を核とした地域の活性化、賑わいの創出が必要

● 今年３月に電柱地中化の工事が完了。地域の顔として「世代間を
超えた多くの人が集い、交流する場」としての機能の充実が必要

１．地域の課題

千 代 尼 通 り 商 店 街 協 議 会
所 在 地 ：白山市

代表者名：会長 乙村貴正

会 員 数 ：６２名

”つながる・ひろがる・にぎわう” ～季節感と文化が香る絆のまち千代尼通り～

● ひろがるプロジェクト
　地域住民や地域の各種団体に、活動の発表の場や他団体との交流の場を提供し、交流拠点としての機能の充実を

図る。

　

● にぎわうプ ジ クト

２．実施予定事業（平成２４年度～平成２６年度）

作品の発表と販売を兼ねた

常設スペースの設置

団体同士の交流拠点・

交流事業を積極的に展開

既存の障害者団体と地域住民の

交流の場を活用した事業の展開

電柱地中化が完了した千代尼通り

● にぎわうプロジェクト
　千代尼通りを含めた「まち」全体の賑わいを創出するため商店街と地域の各種団体が企画から運営までを協力

しながらイベント等を実施することにより、地域全体で活性化や賑わいの創出に対する意識の醸成を図る。

　
　

● つながるプロジェクト
　地域の大人から子どもへ伝統芸能の継承、子育て支援NPOと連携した商店街をフィールドとした子育て支援、

店主が講師となった「まちの知っ得！セミナー」の開催など 世代間 住民間の交流促進を図る

地域の各種団体（住民）が

参加する企画会議

地元在住の芸術家の作品展示

（千代尼通りアートフェスティバル）

イベントの運営などに

金城大学が積極的に参加

店主が講師となった「まちの知っ得！セミナ 」の開催など、世代間、住民間の交流促進を図る。　

　「商店街」が媒体となって「地域」と「人」、「人」と「人」との結びつき、白山市の中心市街地
である千代尼通りに人が集うことにより賑わいが創出され、地域全体の一体感の醸成と活性化が見込まれる。

３．見込まれる効果

地域の大人から子どもへの

伝統芸能の継承
子どもたちの学ぶ場を提供

店主が講師となった

セミナーの開催


